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「地域支え合い活動」
ご活用下さい

「ちょっとした日常生活上の困り
ごと」に協力する活動を行ってい
ます。現在の登録会員は、利用会
員 146 名、協力会員 121 名です。
これからも随時会員の募集をして
いますので、伊達中央交流館へお
問合せ下さい。

電話　551-1285

　《活動内容》
　　・ゴミ出し　１回
　　・片 付 け （15分）
　　・庭手入れ （15分）
　　・雪 か き （15分）
　　・灯 油 入　１回
　　・電球交換　１回

　
11
月
16
日（
水
）、健
康
講
座
と
し
て
、

「
体
と
脳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」（
講
師 

ふ
く
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

藤
田
健
氏
）
と
、「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
―

の
健
康
講
話
」（
講
師 

桑
名
医
院 

桑

名
俊
光
院
長
）
の
二
部
構
成
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
イ
ス
を
利
用
し
て
で

き
る
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め

の
運
動
を
楽
し
く
実
践
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
桑
名
院
長
よ
り
「
認

知
症
予
防
あ
れ
こ
れ
」と
題
し
て
、様
々

な
知
見
や
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
易
く
ご
講
演
い
た
だ

き
、
参
加
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
真
剣

に
傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。

伊
達
西
地
区
健
康
講
座

・・・活動報告（令和４年４月～11月）・・・
●利用依頼件数…50件
●実際に協力できた件数…49件（回数にして230回）

●内　容　可燃ゴミ出し…222回、資源ゴミ出し…５回、
　　　　　粗大ゴミ出し…１回、庭手入れ…２回
※お手伝いできる範囲（１回15分程度の活動）を大きく超えるご相談は、
　お受けできませんでした。

藤田講師による認知症予防の運動 ～ 第１部「体と脳のエクササイズ」

丁寧に説明される桑名院長

真剣な受講風景 ～ 第２部「ホームドクタ―の健康講話」

※うち５件は毎週定期的にゴミ出しの活動
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11
月
５
日
（
土
）、
好
天
に
恵
ま
れ
た
霊

山
に
登
り
、
秋
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
紅
葉
ま
つ
り
」
開
催
中
で
し
た
が
、
霊

山
道
先
案
内
人
２
名
の
ガ
イ
ド
案
内
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
初
心
者
向
け
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
」
を
周
回
し
ま
し
た
。

　
霊
山
城
跡
で
の
昼
食
後
、
最
高
峰
８
２
５

ｍ
の
東
物
見
岩
を
制
覇
し
ま
し
た
。
下
山
は

き
つ
か
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
虹

彩
館
で
入
浴
す
る
方
な
ど
、
下
山
後
は
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
疲
れ
を
癒
や
し
な

が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
（
木
）、
竹
と
う
ろ
う
の
会
よ

り
３
名
の
講
師
を
迎
え
、
竹
灯
籠
づ
く
り
体

験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
お
好
き
な
絵
柄
の
竹
を
選
び
、
太
さ
の
違

う
４
本
の
ド
リ
ル
を
使
い
分
け
て
穴
を
あ
け

て
い
き
ま
す
。穴
の
位
置
が
ず
れ
な
い
よ
う
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
集
中
し
て
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
灯
り
を
つ
け
て
完
成
！
幻
想
的
で

や
さ
し
い
灯
り
の
竹
灯
籠
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　

11
月
９
日
（
水
）
か
ら
12
月
１
日
（
木
）

ま
で
の
全
４
回
、
骨
盤
底
筋
群
の
セ
ル
フ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
や
各
種
調
整
法
を
行
い
な
が

ら
、
全
身
を
整
え
て
い
く
ヨ
ガ
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、yogatoco

主
宰 

ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
谷
恵
さ
ん
で
す
。　

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
身
体
の
気
に
な
る
と

こ
ろ
・
悩
み
等
を
踏
ま
え
た
深
谷
講
師
の
丁

寧
な
、
傍
ら
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
体
の
歪
み
や
姿
勢
改
善
を
目
指
し
、
懸

命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
動
か
す

ア
ー
サ
ナ（
ポ
ー
ズ
）も
教
え
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
（
火
）、
ベ
ー
カ
リ
ー
麦
々
工

房
の
金
成
敦
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
に
ぴ
っ
た
り
♪
か
ぼ
ち
ゃ
の
キ
ッ

シ
ュ
」
と
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
！
珈
琲
グ
ル
メ

の
コ
ー
ヒ
ー
バ
バ
ロ
ア
」
の
作
り
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
空
焼
き
し
た
パ
イ
生
地
に
か
ぼ
ち
ゃ

の
フ
ィ
リ
ン
グ
と
卵
液
を
入
れ
、
オ
ー
ブ
ン

へ
。
キ
ッ
シ
ュ
が
焼
け
る
い
い
香
り
が
漂
う

中
、
バ
バ
ロ
ア
の
準
備
と
パ
イ
生
地
の
作
り

方
・
敷
き
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
具
材
や
味
付
け
を
変
え
て
も
楽
し
い
レ
シ

ピ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
自
分

の
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
お
家
で
も
作
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

竹
灯
籠
づ
く
り
体
験

参加者さんでスナップ撮影～「国司沢」にて展望台に挑戦！

点灯して並べてみるとさらに素敵です

参加者へのアドバイスに回る深谷講師（左上）と、全身調整の風景

お
い
し
さ
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

骨
盤
調
整
ヨ
ガ
教
室（
シ
ニ
ア
世
代
）

季
節
の
料
理
教
室

名
峰
霊
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

緊張の瞬間

完
成
し
た
料
理
は

お
持
ち
帰
り
で

金成講師



　
11
月
15
日
（
火
）、
宮
沢
賢
治
の
文

学
世
界
Ⅷ
の
第
４
回
は「
貝
の
火
」（
１
）

の
作
品
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
オ
パ
ー
ル
が
貝

の
化
石
と
は
！
」、「
純
粋
な
気
持
ち

が
親
の
一
言
で
変
わ
る
と
は
！
」、「
表

現
の
豊
か
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
た
。」

な
ど
の
驚
き
、
感
動
の
声
や
、
髙
野

先
生
の
講
座
が
再
開
し
た
嬉
し
さ
や

喜
び
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
（
金
）
伊
達
市
文
化
財

保
護
審
議
会
会
長
の
菊
田
正
男
さ
ん

を
講
師
に
、
明
治
以
降
の
伊
達
町
の

郵
便
・
電
信
・
電
話
事
情
に
つ
い
て

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
福

島
東
局
か
ら
の
配
達
業
務
へ
の
変
遷

を
は
じ
め
、郵
便
物
の
豆
知
識
な
ど
、

受
講
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
～
12
月
６
日
、
毎
火
曜

日
の
全
３
回
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
佐
藤
静
雄
さ
ん
を
講
師

に
、
年
賀
状
作
り
や
、
宛
名
の
印

刷
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。W

ord

やExcel

を
利
用
し
て
の
操
作
に
、

最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
２
名
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
年

賀
状
の
表
・
裏
面
や
、
住
所
録
が
、

無
事
完
成
し
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
の

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
作
成
の
丁
寧
な
資
料
を
活
用

し
て
、
今
後
も
、
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ

親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
開
催
の

子
ど
も
農
園
で
は
、
10
月
～
11
月
に

か
け
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
野
菜
の

収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　
落
花
生
は
、
一
株
一
株
が
子
ど
も

た
ち
の
両
手
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
大

き
く
育
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

い
い
大
き
さ
の
お
い
し
そ
う
な
サ
ツ

マ
イ
モ
も
た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
。

大
根
は
と
て
も
太
く
て
重
く
、
一
年

生
は
二
人
が
か
り
で
運
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
ニ
ン
ニ
ク
と
押
し
麦
の
種
ま
き
を

行
い
、
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
も
植
え
、
来

年
の
収
穫
の
準
備
も
万
端
で
す
。

　

今
年
度
の
活
動
は
12
月
で
終
了

し
、
最
終
回
は
今
年
度
の
活
動
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
今
年
も
お
い
し
い

野
菜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
方
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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宮
沢
賢
治
の
文
学
世
界
Ⅷ

伊
達
町
の
通
信
略
史

パ
ソ
コ
ン
教
室（
シ
ニ
ア
対
象
）

子
ど
も
農
園
（
12
月
で
活
動
終
了
）

・
子
ら
の
服
し
ま
い
し
箱
に
日
付
入
れ

ふ
ん
ぎ
り
つ
か
ぬ
と
ま
ど
い
の
春
（
の
り
こ
）

　
「
春
」
と
い
う
結
句
の
体
言
止
め
が
効
い
て
お
り
、作
者
の
迷
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

・
霧
の
中
よ
り
一
歩
踏
み
出
す
土
手
の
道

視
界
開
け
て
朝
焼
け
の
空
（
さ
だ
こ
）

　
思
い
が
け
ず
目
の
前
に
広
が
っ
た
朝
焼
け
の
空
。
早
朝
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

・
駆
け
ま
わ
る
孫
の
あ
と
追
い
汗
を
か
く

セ
ミ
し
ぐ
れ
ふ
る
諏
訪
野
公
園
（
と
し
い
ち
）

　
ほ
ほ
え
ま
し
い
情
景
が
見
え
る
。「
諏
訪
野
公
園
」
と
い
う
固
有
名
詞
が
生
き
て
い
る
。

や
さ
し
い
短
歌
教
室 

歌
会
作
品
①
（
藤
田
美
智
子
講
師
・
選
評
）

世間話を交えながら、分かり易い語
り口で解説する髙野先生

菊田講師（左下）と傾聴する受講者

吉田正幸さん（左）と吉田隆さん（右）の
お二人にサポートいただきました。 佐藤静雄講師

大根は大きくて抜くのが大変でした

落
花
生
も
サ
ツ
マ
イ
モ
も
大
量
！
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北
一
町
内
会
は
、
国
道
４
号
線
付
近
か
ら

県
道
３
５
３
号
線（
旧
国
道
４
号
線
）国
見・

福
島
線
と
、
国
道
３
９
９
号
線
か
ら
国
道
４

号
線
自
動
車
学
校
交
差
点
、
そ
の
交
差
点
か

ら
西
側
の
県
道
３
５
３
号
線
ま
で
の
ほ
ぼ
四

角
形
に
近
い
地
域
で
す
。

〈
医
療
団
地
と
飲
み
屋
街
〉

　
地
域
に
は
、
郵
便
局
や
多
数
の
医
療
機
関

（
通
称
「
医
療
団
地
」）
が
あ
り
、
伊
達
交
差

点
付
近
に
は
、
伊
達
地
区
唯
一
の
飲
み
屋
街

も
あ
り
ま
す
。

　

国
道
４
号
線
が
開
通
し
た
際
に
、
国
道

３
９
９
号
線
伊
達
交
差
点
の
交
通
信
号
機
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
達
地
方
で
は
最
初

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〈
二
箇
所
の
文
化
財
と
宅
地
開
発
〉

　

町
内
に
は
、
伊
達
町
の
文
化
財
が
あ
り
、

岡
前
に
あ
る
「
岡
陣
屋
跡
」（
元
禄
14
年
か

ら
49
年
間
、
信
達
地
方
の
各
村
を
治
め
た
陣

屋
跡
）
と
、
中
畑
、
三
島
神
社
付
近
に
あ
る

「
修
験
伊
達
家
極
楽
院
旧
跡
」（
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
、
信
達
地
方
修
験(

山
伏)

の

総
括
を
行
っ
た
旧
跡
）
の
二
箇
所
で
す
。

　
昔
、
畑
や
田
ん
ぼ
が
有
っ
た
場
所
は
、
宅

地
開
発
が
進
み
、
住
宅
地
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
あ
っ
た
北
東
側
に
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

〈
毎
月
発
行
の「
北
一
町
内
会
便
り
」〉

　
北
一
町
内
会
で
は
、「
北
一
町
内
会
便
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
発
行
（
当
初

は「
北
一
だ
よ
り
」）は
、昭
和
59
年
５
月
で
、

以
来
38
年
間
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
４
年
に
は
百
号
記
念
版
を
作

成
し
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
平
成
23
年
ま
で
地
元
を
離
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
町
内
会
便
り

を
読
ん
だ
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
私
が
、前
会
長
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぎ
、

こ
の
町
内
会
便
り
を
作
成
し
て
３
年
近
く
を

迎
え
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、最
近
の
内
容
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
連
絡

事
項
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
百
号
記
念
版
を
見
る
と
、
連
載
物
と
し
て

町
内
の
歴
史
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
・
ふ
る

さ
と
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
回

顧
記
・
歌
集
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
連
載
物
の
活
用
・
引
用

を
検
討
し
な
が
ら
、
先
代
の
会
長
さ
ん
た
ち

か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
、
い
ま
の
世
代
に
伝

え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
北
一
町
内
会
長　
菊
田
真
利
夫
）

　
伊
達
駅
の
駅
舎
壁
に
、
駅
名
由
来
を
説

明
し
た
案
内
板
が
あ
る
。東
方
の
霊
山
と
、

西
方
の
半
田
山
に
囲
ま
れ
た
「
楯
の
庄
」

が
由
来
で
、
東
北
本
線
開
業
に
よ
り
「
伊

達
」
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　「
霊
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
が
秋
日
和
好

天
の
中
、
実
施
さ
れ
た
。
霊
山
城
址
か
ら

眺
め
る
広
大
な
沃
野
は
感
無
量
で
あ
る
。

南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
武
人
達
は
、
西

の
空
に
「
京
の
都
」
を
見
な
が
ら
、
こ
の

原
野
に
何
を
感
じ
た
か
。
　
　（
鈴
木
克
）

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

北
一
町
内
会

国
道
と
県
道
に
囲
ま
れ
た
地
域
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「
岡
陣
屋
跡
」

「
修
験
伊
達
家
極
楽
院
旧
跡
」

伊
達
西
地
区
防
災
学
習
会

　

11
月
６
日
（
日
）、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
防
災
訓
練
と
し
て
、
参
加
者
を
町
内

会
長
さ
ん
や
町
内
防
災
担
当
者
等
に
限

定
し
、
防
災
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
達
市
防
災
支
援
専
門
官
の
星
智
雄

さ
ん
を
講
師
に
、
本
年
三
月
に
改
定
配

布
さ
れ
た
「
伊
達
市
防
災
マ
ッ
プ
」
の
利

活
用
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
時
の
安
否
確
認
に
つ
い
て
実
践
さ

れ
て
い
る
町
内
会
の
事
例
発
表
も
あ
り
、

実
り
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

講師の星さん↑と受講風景↓


